






①正常新生児における尿中細胞数

　新生児期の尿路感染症についての報告は極めて少ない。これは新生児期にお

ける採尿の困難さもその一因と考えられる。われわれは当院産科で出生した在

胎 40 週,生下時体重 2,700～3,300g の正常新生児から得られた 39 検体の尿に

ついて直接法(フックス法)及び遠心沈澱法により尿中細胞成分の検討を行った

(表 1)。


